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(57)【要約】
　この出願は、マルチコードワード伝送方法及び装置を
開示する。その方法は、ネットワークデバイスによって
、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々
に対応するダウンリンク制御情報を生成するステップで
あって、各々のコードワードに対応するダウンリンク制
御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルリソース要素
マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び
、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子
、及び層の数のうちの少なくとも1つを含む、ステップ
と、ネットワークデバイスによって端末デバイスに、複
数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送
信するステップと、を含む。複数の対応する装置が、さ
らに開示される。この出願の複数の技術的解決方法によ
れば、ネットワークデバイスは、端末デバイスに送信さ
れる複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク
制御情報を生成し、端末デバイスは、それらの複数のコ
ードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて
、それらの複数のコードワードに関するデータを復調す
ることが可能である。このことは、端末デバイスがマル
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチコードワード伝送方法であって、
　ネットワークデバイスによって、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々
に対応するダウンリンク制御情報を生成するステップであって、各々のコードワードに対
応する前記ダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSCHリソース要素
マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート
、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを含む、ステップと、
　前記ネットワークデバイスによって前記端末デバイスに、前記複数のコードワードに対
応するダウンリンク制御情報を送信するステップと、を含む、
　方法。
【請求項２】
　各々のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報は、変調及び符号化スキーム
MCS、新たなデータインジケータNDI、及び冗長バージョンRVのうちの少なくとも1つをさ
らに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、PDSCH開始
点、マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワークMBSFNサブフレーム構成、
ビーム管理参照信号構成、及びチャネル状態情報参照信号CSI-RS構成のうちの少なくとも
1つのパラメータを含む、請求項1又は2に記載の方法。
【請求項４】
　前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナ
ポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、請求項1乃
至3のうちのいずれか1項に記載の方法。
【請求項５】
　前記アンテナポートは、復調参照信号DMRSポートを含み、前記スクランブル識別子は、
DMRSスクランブル情報を含み、前記層の数は、DMRS層の数を含む、請求項1乃至4のうちの
いずれか1項に記載の方法。
【請求項６】
　マルチコードワード伝送方法であって、
　端末デバイスによって、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダ
ウンリンク制御情報を受信するステップであって、前記複数のコードワードに対応する前
記ダウンリンク制御情報のうちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報
は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーショ
ンインジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の
数のうちの少なくとも1つを含む、ステップと、
　前記端末デバイスによって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御
情報に基づいて、データを復調するステップと、を含む、
　方法。
【請求項７】
　前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナ
ポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、請求項6に
記載の方法。
【請求項８】
　ネットワークデバイスであって、
　端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報
を生成するように構成される処理ユニットであって、各々のコードワードに対応する前記
ダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング
及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート、スクラン
ブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを含む、処理ユニットと、
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　前記端末デバイスに、前記複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送信
するように構成される送信ユニットと、を含む、
　ネットワークデバイス。
【請求項９】
　前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナ
ポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、請求項8に
記載のネットワークデバイス。
【請求項１０】
　端末デバイスであって、
　ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を受
信するように構成される受信ユニットであって、前記複数のコードワードに対応する前記
ダウンリンク制御情報のうちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は
、物理ダウンリンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーション
インジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数
のうちの少なくとも1つを含む、受信ユニットと、
　前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報に基づいて、データを復
調するように構成される復調ユニットと、を含む、
　端末デバイス。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[関連出願への相互参照]
　この出願は、2017年2月17日付で中国特許庁に出願され、"マルチコードワード伝送方法
及び装置"と題する中国特許出願第201710087121.8号に基づく優先権を主張し、その内容
は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　[技術分野]
　この出願は、通信技術の分野に関し、特に、マルチコードワード伝送方法及び装置に関
する。
【背景技術】
【０００３】
　ロングタームエボリューションアドバンスト(Long　Term　Evolution-Advanced,　LTE-
A)が提案されると、人々の注目は、セル平均スペクトラム効率及びセルエッジスペクトラ
ム効率にますます払われる。LTE‐Aシステムのアップストリーム及びダウンストリームの
双方において、基本的な多元接続多重化モードとして、直交周波数分割多重化(Orthogona
l　Frequency　Division　Multiplexing,　OFDM)を使用する周波数分割システムが存在す
る。完全な直交周波数分割のため、セルの内側では干渉問題はほとんど存在しないが、一
方で、セルのエッジでの干渉処理は、比較的困難である。
【０００４】
　セルエッジスペクトラム効率を改善するために、非コヒーレント共伝送(Non　Coherent
　Joint　Transmission,　NCJT)伝送モードが提案されている。NCJTは、複数の送信ノー
ドが、同時にある1つの端末デバイスにサービスを提供することを意味する、すなわち、
その端末デバイスは、同時に複数の送信ノードからデータを受信してもよい。ある1つの
例として、2つの送信ポイント(Transmission　Point,　TP)の間の伝送を使用する。図1に
示されている協調マルチポイント送信/受信の概略的な図において、TP1によって端末デバ
イスに、トランスポートブロックと称される第1のコードワード(Code　Word　1,　CW1)を
送信し、TP2によってその端末デバイスに、第2のコードワードCW2を送信する。複数の送
信ノードの間での厳密な同期は要求されず、それらの複数の送信ノードが共伝送を実行す
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ることにより、ユーザイクスペアリアンスを改善することが可能であるため、協調マルチ
ポイント動作へのさらなる強化(Further　Enhancements　to　Coordinated　Multi-Point
　Operation,　Fe-CoMP)の主要な伝送モードとしての上記の伝送技術は、大きな注目を集
め、且つ、広く議論されてきた。
【０００５】
　一方で、従来技術のLTE技術及びLTE-A技術においては、ある1つの端末デバイスは、同
時にある1つの送信ノードから1つ又は複数のコードワードのみを受信する。
【０００６】
　したがって、マルチコードワード伝送シナリオにおいて、端末デバイスがデータを正し
く復調することが不可能であるという問題を緊急に解決する必要がある。
【発明の概要】
【０００７】
　この出願は、マルチコードワード伝送方法及び装置を提供して、マルチコードワード伝
送シナリオにおいて、端末デバイスがデータを正しく復調することが不可能であるという
問題を解決する。
【０００８】
　ある1つの態様によれば、マルチコードワード伝送方法であって、ネットワークデバイ
スによって、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリン
ク制御情報を生成するステップであって、各々のコードワードに対応する前記ダウンリン
ク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コ
ロケーションインジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子
、及び層の数のうちの少なくとも1つを含む、ステップと、前記ネットワークデバイスに
よって前記端末デバイスに、前記複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を
送信するステップと、を含む、マルチコードワード伝送方法が提供される。ネットワーク
デバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリン
ク制御情報を生成し、端末デバイスは、それらの複数のコードワードに対応するダウンリ
ンク制御情報に基づいて、データを復調してもよい。このことは、端末デバイスがマルチ
コードワード伝送シナリオにおいて、データを正しく復調するということを保証する。
【０００９】
　他の態様によれば、マルチコードワード伝送方法であって、端末デバイスによって、ネ
ットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を受信す
るステップであって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報のう
ちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チ
ャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1つ又
は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを含
む、ステップと、前記端末デバイスによって、前記複数のコードワードに対応する前記ダ
ウンリンク制御情報に基づいて、データを復調するステップと、を含む、マルチコードワ
ード伝送方法が提供される。端末デバイスは、複数のコードワードの各々に対応している
とともにネットワークデバイスが生成したダウンリンク制御情報を受信し、それらの複数
のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、データを復調してもよい。
このことは、正しいデータ復調を保証する。
【００１０】
　さらに別の態様によれば、マルチコードワード伝送方法であって、ネットワークデバイ
スによって、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリン
ク制御情報を生成するステップであって、各々のコードワードに対応する前記ダウンリン
ク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コ
ロケーションインジケータを含み、前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケー
ションインジケータは、アンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少な
くとも1つを搬送する、ステップと、前記ネットワークデバイスによって前記端末デバイ
スに、前記複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送信するステップと、
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を含む、マルチコードワード伝送方法が提供される。ネットワークデバイスは、端末デバ
イスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報を生成し、
端末デバイスは、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、デー
タを復調してもよい。このことは、端末デバイスが、マルチコードワード伝送シナリオに
おいて、データを正しく復調するということを保証する。
【００１１】
　さらに別の態様によれば、マルチコードワード伝送方法であって、端末デバイスによっ
て、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を
受信するステップであって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情
報のうちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク
共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータを含み
、前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナ
ポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、ステップ
と、前記端末デバイスによって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制
御情報に基づいて、データを復調するステップと、を含む、マルチコードワード伝送方法
が提供される。端末デバイスは、複数のコードワードの各々に対応しているとともにネッ
トワークデバイスが生成したダウンリンク制御情報を受信し、それらの複数のコードワー
ドに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、データを復調してもよい。このことは、
正しいデータ復調を保証する。
【００１２】
　上記の複数の態様のある1つの実装において、各々のコードワードに対応する前記ダウ
ンリンク制御情報は、変調及び符号化スキームMCS、新たなデータインジケータNDI、及び
冗長バージョンRVのうちの少なくとも1つをさらに含む。この実装において、各々のコー
ドワードに対応するダウンリンク制御情報は、他のパラメータをさらに含んでもよい。MC
Sは、端末デバイスに、変調モード、符号化速度、及びトランスポートブロックサイズに
関連する情報を提供するのに使用される。NDIは、初期伝送のためのソフトバッファを空
にするのに使用される。RVは、冗長バージョン情報を提供するのに使用される。
【００１３】
　上記の複数の態様の他の実装において、前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コ
ロケーションインジケータは、PDSCH開始点、マルチキャストブロードキャスト単一周波
数ネットワークMBSFNサブフレーム構成、ビーム管理参照信号構成、及びチャネル状態情
報参照信号CSI-RS構成のうちの少なくとも1つのパラメータを含む。この実装においては
、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータの中に含まれるパ
ラメータを詳細に説明する。
【００１４】
　上記の複数の態様のさらに別の実装において、前記PDSCHリソース要素マッピング及び
疑似コロケーションインジケータは、アンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数
のうちの少なくとも1つを搬送する。
【００１５】
　上記の複数の態様のさらに別の実装において、前記アンテナポートは、復調参照信号DM
RSポートを含み、前記スクランブル識別子は、DMRSスクランブル情報を含み、前記層の数
は、DMRS層の数を含む。
【００１６】
　さらに別の態様によれば、ネットワークデバイスが提供される。そのネットワークデバ
イスは、上記の複数の方法において、ネットワークデバイスの動作を実装する機能を有す
る。その機能は、ハードウェアによって実装されてもよく、或いは、対応するソフトウェ
アを実行することによってハードウェアによって実装されてもよい。それらのハードウェ
ア又はソフトウェアは、上記の機能に対応する1つ又は複数のモジュールを含む。
【００１７】
　ある1つの可能な実装において、ネットワークデバイスは、端末デバイスに送信される
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複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報を生成するように構成される
処理ユニットであって、各々のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報は、物
理ダウンリンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションイン
ジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のう
ちの少なくとも1つを含む、処理ユニットと、前記端末デバイスに、前記複数のコードワ
ードに対応するダウンリンク制御情報を送信するように構成される送信ユニットと、を含
む。
【００１８】
　他の可能な実装において、ネットワークデバイスは、トランシーバー、メモリ、及びプ
ロセッサを含む。そのメモリは、プログラムコードのグループを格納し、そのプロセッサ
は、そのメモリの中に格納されているプログラムコードを呼び出して、端末デバイスに送
信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報を生成する動作であ
って、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チ
ャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1つ又
は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを含
む、動作と、トランシーバーを使用することによって、端末デバイスに、複数のコードワ
ードに対応するダウンリンク制御情報を送信する動作と、を実行するように構成される。
【００１９】
　上記の方法の発明概念と同様の発明概念に基づいて、装置によって問題を解決するため
の原理及びその装置がもたらす有益な効果については、ネットワークデバイスが実行する
方法の上記の複数の可能な実装及びそれらの実装がもたらす有益な効果を参照するべきで
ある。したがって、それらの装置の実装については、方法の実装を参照するべきであり、
繰り返される内容は、再度説明されない。
【００２０】
　さらに別の態様によれば、端末デバイスが提供される。その端末デバイスは、上記の複
数の方法において、端末デバイスの動作を実装する機能を有する。その機能は、ハードウ
ェアによって実装されてもよく、或いは、対応するソフトウェアを実行することによって
ハードウェアによって実装されてもよい。それらのハードウェア又はソフトウェアは、上
記の機能に対応する1つ又は複数のモジュールを含む。
【００２１】
　ある1つの可能な実装において、端末デバイスは、ネットワークデバイスからの複数の
コードワードに対応するダウンリンク制御情報を受信するように構成される受信ユニット
であって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報のうちで、各々
のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSC
Hリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1つ又は複数のア
ンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを含む、受信ユ
ニットと、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報に基づいて、デ
ータを復調するように構成される復調ユニットと、を含む。
【００２２】
　他の可能な実装において、端末デバイスは、トランシーバー、メモリ、及びプロセッサ
を含む。そのメモリは、プログラムコードのグループを格納し、そのプロセッサは、その
メモリの中に格納されているプログラムコードを呼び出して、トランシーバーを使用する
ことによって、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク
制御情報を受信する動作であって、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報
のうちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共
有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1
つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つ
を含む、動作と、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、デー
タを復調する動作と、を実行するように構成される。
【００２３】
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　上記の方法の発明概念と同様の発明概念に基づいて、装置によって問題を解決するため
の原理及びその装置がもたらす有益な効果については、端末デバイスが実行する方法の上
記の複数の可能な実装及びそれらの実装がもたらす有益な効果を参照するべきである。し
たがって、それらの装置の実装については、方法の実装を参照するべきであり、繰り返さ
れる内容は、再度説明されない。
【００２４】
　さらに別の態様によれば、ネットワークデバイスが提供される。そのネットワークデバ
イスは、上記の複数の方法において、ネットワークデバイスの動作を実装する機能を有す
る。その機能は、ハードウェアによって実装されてもよく、或いは、対応するソフトウェ
アを実行することによってハードウェアによって実装されてもよい。それらのハードウェ
ア又はソフトウェアは、上記の機能に対応する1つ又は複数のモジュールを含む。ある1つ
の可能な実装において、ネットワークデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコー
ドワードの各々に対応するダウンリンク制御情報を生成するように構成される処理ユニッ
トであって、各々のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報は、物理ダウンリ
ンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータを
含み、前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アン
テナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、処理
ユニットと、前記端末デバイスに、前記複数のコードワードに対応するダウンリンク制御
情報を送信するように構成される送信ユニットと、を含む。
【００２５】
　他の可能な実装において、ネットワークデバイスは、トランシーバー、メモリ、及びプ
ロセッサを含む。そのメモリは、プログラムコードのグループを格納し、そのプロセッサ
は、そのメモリの中に格納されているプログラムコードを呼び出して、端末デバイスに送
信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報を生成する動作であ
って、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チ
ャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータを含み、PDSCH
リソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナポート、スク
ランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、動作と、トランシーバ
ーを使用することによって、端末デバイスに、複数のコードワードに対応するダウンリン
ク制御情報を送信する動作と、を実行するように構成される。
【００２６】
　上記の方法の発明概念と同様の発明概念に基づいて、装置によって問題を解決するため
の原理及びその装置がもたらす有益な効果については、ネットワークデバイスが実行する
方法の上記の複数の可能な実装及びそれらの実装がもたらす有益な効果を参照するべきで
ある。したがって、それらの装置の実装については、方法の実装を参照するべきであり、
繰り返される内容は、再度説明されない。
【００２７】
　さらに別の態様によれば、端末デバイスが提供される。その端末デバイスは、上記の複
数の方法において、端末デバイスの動作を実装する機能を有する。その機能は、ハードウ
ェアによって実装されてもよく、或いは、対応するソフトウェアを実行することによって
ハードウェアによって実装されてもよい。それらのハードウェア又はソフトウェアは、上
記の機能に対応する1つ又は複数のモジュールを含む。
【００２８】
　ある1つの可能な実装において、端末デバイスは、ネットワークデバイスからの複数の
コードワードに対応するダウンリンク制御情報を受信するように構成される受信ユニット
であって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報のうちで、各々
のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSC
Hリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータのうちの少なくとも1つを
含み、前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アン
テナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、受信
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ユニットと、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報に基づいて、
データを復調するように構成される復調ユニットと、を含む。
【００２９】
　他の可能な実装において、端末デバイスは、トランシーバー、メモリ、及びプロセッサ
を含む。そのメモリは、プログラムコードのグループを格納し、そのプロセッサは、その
メモリの中に格納されているプログラムコードを呼び出して、トランシーバーを使用する
ことによって、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク
制御情報を受信する動作であって、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報
のうちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共
有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータのうちの
少なくとも1つを含み、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケー
タは、アンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送
する、動作と、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、データ
を復調する動作と、を実行するように構成される。
【００３０】
　上記の方法の発明概念と同様の発明概念に基づいて、装置によって問題を解決するため
の原理及びその装置がもたらす有益な効果については、端末デバイスが実行する方法の上
記の複数の可能な実装及びそれらの実装がもたらす有益な効果を参照するべきである。し
たがって、それらの装置の実装については、方法の実装を参照するべきであり、繰り返さ
れる内容は、再度説明されない。
【００３１】
　この出願のさらに別の態様は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体を提供し、そのコ
ンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、命令を格納し、その命令がコンピュータで実行さ
れるときに、そのコンピュータが、上記の複数の態様の方法を実行することを可能とする
。
【００３２】
　この出願のさらに別の態様は、命令を含むコンピュータプログラム製品を提供し、その
命令がコンピュータで実行されるときに、コンピュータは、上記の態様の方法を実行する
。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
　本発明の複数の実施形態又は背景技術における複数の技術的解決方法をより明確に説明
するために、以下の記載は、本発明のそれらの複数の実施形態又は背景技術を説明するの
に必要となる複数の添付の図面を説明する。
【００３４】
【図１】協調マルチポイント送信/受信のある1つの例の概略的な図である。
【図２ａ】物理ダウンリンク共有チャネルのリソースエレメントの複数の可能なマッピン
グの概略的な図である。
【図２ｂ】物理ダウンリンク共有チャネルのリソースエレメントの複数の可能なマッピン
グの概略的な図である。
【図２ｃ】物理ダウンリンク共有チャネルのリソースエレメントの複数の可能なマッピン
グの概略的な図である。
【図３】本発明のある1つの実施形態にしたがったマルチコードワード伝送方法の概略的
な対話図である。
【図４】本発明のある1つの実施形態にしたがったネットワークデバイスの概略的なモジ
ュール図である。
【図５】本発明のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なモジュール図
である。
【図６】本発明のある1つの実施形態にしたがったネットワークデバイスのハードウェア
の概略的なアーキテクチャ図である。
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【図７】本発明のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスのハードウェアの概略的
なアーキテクチャ図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下の記載は、本発明の複数の実施形態における複数の添付図面を参照して、本発明の
それらの複数の実施形態を説明する。
【００３６】
　本発明の複数の実施形態における通信システムは、ネットワークデバイス及び端末デバ
イスを含む。ネットワークデバイスは、送信ノードのマルチコードワード伝送を制御する
。その通信システムは、汎欧州ディジタル移動体通信システム(Global　System　for　Mo
bile　Communication,　GSM)システム、符号分割多元接続(Code　Division　Multiple　A
ccess,　CDMA)システム、広帯域符号分割多元接続(Wideband　Code　Division　Multiple
　Access,　WCDMA)システム、マイクロ波アクセスのための全世界的相互運用性(Worldwid
e　Interoperability　for　Microwave　Access,　WiMAX)システム、ロングタームエボリ
ューション(long　term　evolution,　LTE)システム、(例えば、新たな無線(new　radio,
　NR)システム等の)5G通信システム、様々な通信技術を統合する(例えば、LTE技術及びNR
技術を統合する通信システム等の)通信システム、又は、以降に発展する通信システムで
あってもよい。
【００３７】
　この出願の端末デバイスは、無線通信機能を有するデバイスである。端末デバイスは、
ハンドヘルドデバイス、車載型デバイス、ウェアラブルデバイス、又は、無線通信機能を
有するコンピューティングデバイス、又は、無線モデムに接続される他の処理デバイス等
であってもよい。複数の異なるネットワークにおいて、端末デバイスは、ユーザ機器(Use
r　Equipment,　UE)、アクセス端末、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイルコン
ソール、遠隔局、遠隔端末、モバイルデバイス、加入者端末、端末、無線通信デバイス、
ユーザエージェント又はユーザ機器、携帯電話、コードレス電話セット、セッション開始
プロトコル(Session　Initiation　Protocol,　SIP)電話、無線ローカルループ(Wireless
　Local　Loop,　WLL)局、パーソナルディジタルアシスタント(Personal　Digital　Assi
stant,　PDA)、又は5Gネットワーク又は将来的に発展するネットワークの中の端末デバイ
ス等の複数の異なる名前を有してもよい。
【００３８】
　この出願のネットワークデバイスは、無線アクセスネットワークの中に配置され、無線
通信機能を提供するデバイスである。ネットワークデバイスは、これらには限定されない
が、(例えば:　BTS(Base　Transceiver　Station,　BTS)、NodeB(NodeB、NB)、進化型Nod
eB(Evolutional　NodeB、eNB、又は、eNodeB)等の基地局、(例えば、NRシステムにおける
送信/受信ポイント(transmission　reception　point,　TRP)又は送信ポイント(Transmis
sion　Point,　TP)等の送信ノード、又は、次世代NodeB(generation　nodeB,　gNB)、将
来的な通信ネットワークにおける基地局又はネットワークデバイス、中継ノード、アクセ
スポイント、車載型デバイス、ウェアラブルデバイス、無線忠実度(Wireless-Fidelity,
　Wi-Fi)サイト、無線バックホールノード、スモールセル、及び、マイクロセルなどを含
む。既存のLTE及びLTE-Aプロトコルにおいては、ダウンリンク制御チャネルは、協調マル
チポイント送信/受信(Coordinated　Multiple　Points　Transmission,　CoMP)の間の1つ
又は2つのコードワードに対応する。ダウンリンク制御チャネルが、複数のコードワード
のスケジューリング情報を搬送するときに、システムのデフォルトで、物理ダウンリンク
共有チャネル(Physical　Downlink　Shared　Channel,　PDSCH)によって搬送される複数
のコードワードは、1つの送信ノードからのコードワード、又は、時間/周波数領域におい
て互いに同期している複数の送信ノードからのコードワードである。言い換えると、複数
のコードワードは、同じ大規模チャネル経験を有する。大規模チャネル経験は、遅延スプ
レッド(delay　spread)、ドップラースプレッド(Doppler　spread)、ドップラーシフト(D
oppler　shift)、平均利得(average　gain)、平均遅延(average　delay)、端末デバイス
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の受信ビーム番号、送信/受信チャネル相関、受信到達角度(Angle-of-Arrival,　AoA)、
受信機アンテナの空間相関、主到達角度、平均到達角度、及び、AoAスプレッド等の特徴
を含む。一方で、物理ダウンリンク共有チャネルリソース要素マッピング及び疑似コロケ
ーションインジケータ(PDSCH　RE　Mapping　and　Quasi-Co-Location　Indicator)、及
び、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子及び層の数(Antenna　Port(s),
　Scrambling　identity　and　number　of　layers)のパラメータうちの1つのセットの
みが、ダウンリンク制御情報の中に含まれる。
【００３９】
　NCJTシナリオにおいて実行されるマルチコードワード伝送のために、複数の異なる送信
ノードによって複数の異なるコードワードを送信し、各々の送信ノードは、個別に、自己
適応プリコーディングを実行する、すなわち、複数のコードワードは、複数の異なる大規
模チャネル経験に対応し、それらの複数のコードワードが搬送する時間/周波数領域リソ
ースは、異なっていてもよい。複数のコードワードの復調が、PDSCHリソース要素マッピ
ング及び疑似コロケーションインジケータのパラメータの1つのセットを使用することに
よって、既存のプロトコルにしたがって実装される場合に、データ伝送の高いビット誤り
率が引き起こされる。したがって、実際の伝送においては、各々の送信ノードについての
PDSCHに一致するダウンリンク制御情報を考慮すべきである。加えて、1つ又は複数のアン
テナポート、スクランブル識別子、及び、層の数に関する固定された情報は、すべての送
信ノードの復号化要求とも一致しない。1つの例として、PDSCHリソース要素マッピングを
使用する。図2a乃至図2cに示されているように、複数の異なるコードワードによって搬送
される実際のPDSCHリソース要素マッピング情報は、(図2aに示されているように)全く同
じであってもよく、(図2bに示されているように)部分的に同じであってもよく、又は、(
図2cに示されているように)完全に異なっていてもよい。したがって、既存の構成情報は
、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ又は複数のア
ンテナポート、スクランブル識別子、及び、層の数等のダウンリンク制御情報が、NCJTシ
ナリオにおいて実行されるマルチコードワード伝送の場合には、すべての送信ノードのダ
ウンリンク制御情報と一致するということを保証することが不可能である。
【００４０】
　本発明の複数の実施形態は、マルチコードワード伝送方法及び装置を提供する。ネット
ワークデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウ
ンリンク制御情報を生成し、端末デバイスは、それらの複数のコードワードに対応するダ
ウンリンク制御情報に基づいて、データを復調してもよい。このことは、端末デバイスが
、マルチコードワード伝送シナリオにおいてデータを正しく復調するということを保証す
る。
【００４１】
　本発明の複数の実施形態におけるマルチコードワード伝送シナリオは、例えば、NCJT等
の協調マルチポイント送信/受信;　例えば、複数のシミュレートされた狭ビームに基づく
高周波通信等の1つの送信ノードのために使用される複数のビームグループを使用するこ
とによって実行されるマルチコードワード伝送;　及び、例えば、複数のパネル(multiple
　panels)に基づく高周波通信等の1つの送信ノードのために使用される複数の異なるアン
テナパネルを使用することによって実行されるマルチコードワード伝送、を含む。
【００４２】
　図3は、本発明のある1つの実施形態にしたがったマルチコードワード伝送方法の概略的
な対話図である。その方法は、以下のステップを含む。
【００４３】
　S101.　ネットワークデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各
々に対応するダウンリンク制御情報を生成する。
【００４４】
　この実施形態においては、複数のコードワードは、例えば、協調マルチポイント送信/
受信の場合のNCJTにおいて使用される複数のコードワード等の複数の送信ノードからのコ
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ードワードであってもよく、又は、例えば、複数のシミュレートされた狭ビームに基づく
高周波通信において使用される複数のコードワード等の1つの送信ノードのために使用さ
れる複数のビームグループによるコードワードであってもよく、又は、例えば、multiple
　panelsに基づく高周波通信での複数のコードワード等の1つの送信ノードのために使用
される複数の異なるアンテナパネルからのコードワードであってもよい。選択的に、端末
デバイスは、1つの端末デバイスであってもよく、又は、複数の異なる端末デバイスであ
ってもよい。この実施形態においては、複数の送信ノード、1つの送信ノードのために使
用される複数のビームグループ、又は、1つの送信ノードのために使用される複数の異な
るアンテナパネルが、コードワードを送信する前に、ネットワークデバイスは、端末デバ
イスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報(Downlink
　Control　Information,　DCI)を生成する。各々のコードワードに対応するダウンリン
ク制御情報は、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ
又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを
含む。選択的に、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、PDSCHリソー
ス要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ又は複数のアンテナポート
、スクランブル識別子、及び層の数を含む。
【００４５】
　PDSCHマッピング及び疑似コロケーションインジケータは、複数のアンテナポートの間
の疑似コロケーション関係を示すのに使用され、複数の異なるタイプの参照信号の間の疑
似コロケーション関係に対応する。具体的には、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似
コロケーションインジケータは、PDSCH開始点、マルチキャストブロードキャスト単一周
波数ネットワーク(Multicast-Broadcast　Single　Frequency　Network,　MBSFN)サブフ
レーム構成、ビーム管理参照信号構成、及び、チャネル状態情報参照信号(Channel　Stat
e　Information　Reference　Signal,　CSI-RS)構成、のうちの少なくとも1つを含む。本
明細書においては、異なるタイプの参照信号は、ビーム管理参照信号、CSI-RS、及び復調
参照信号(Demodulation　Reference　Signal,　DMRS)を含む。ビーム管理参照信号は、シ
ミュレートされたビームを測定するのに使用され、CSI-RSは、チャネル状態情報を測定す
るのに使用され、そして、DMRSは、データを復調するのに使用される。ビーム管理参照信
号、CSI-RS、及びDMRSは、疑似コロケーション関係を有する。このことは、1つの送信ノ
ード、同じ送信ノードの1つのビームグループ、又は、送信ノードの1つのアンテナパネル
のアンテナポートのグループが、同じ大規模チャネル特徴を有するということを意味する
。複数のコードワードを送信する複数の異なる送信ポイント、複数の異なるビームグルー
プ、又は、複数の異なるアンテナパネルは、アンテナポートの少なくとも2つのグループ
に対応する。大規模チャネルの特徴は、遅延スプレッド、平均遅延、ドップラースプレッ
ド、ドップラーシフト、平均利得、端末デバイスの受信ビーム数、送信/受信チャネル相
関、受信到達角度、受信アンテナの空間相関、主到達角度、平均到達角度、及び、AoAス
プレッド等を含んでもよい。具体的には、疑似コロケーションインジケータは、アンテナ
ポートの少なくとも2つのグループが、疑似コロケーション関係を有するか否かを示すの
に使用され、疑似コロケーションインジケータは、アンテナポートの少なくとも2つのグ
ループが送信した参照信号が、1つの送信ポイントからの参照信号であるか否かを示すの
に使用され、疑似コロケーションインジケータは、アンテナポートの少なくとも2つのグ
ループが送信した参照信号が、1つのビームグループからの参照信号であるか否かを示す
のに使用され、又は、疑似コロケーションインジケータは、アンテナポートの少なくとも
2つのグループが送信した参照信号が、1つのアンテナパネルからの参照信号であるか否か
を示すのに使用される。
【００４６】
　1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数は、現在のコードワ
ードに対応するDMRSポート、DMRSスクランブル識別子、及びDMRS層の数を示すのに使用さ
れる。LTEプロトコルにおいては、DMRSポート番号とDMRSトランスポート層の数との間の
関係は、:PDSCHに関連するUE特有の参照信号は、p＝5,p＝7,p＝8,p＝11,p＝13,p＝{11,13
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}、又は、p＝7,8,…,v＋6のアンテナポートから送信され、vは、PDSCHに使用されるトラ
ンスポート層の数である。DMRSスクランブル識別子は、DMRS送信シーケンスを決定するの
に使用される。このパラメータの詳細な定義及び適用については、LTEプロトコルを参照
するべきであり、本明細書においては、詳細は、再度1つ1つは説明されない。
【００４７】
　PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ又は複数のア
ンテナポート、スクランブル識別子及び層の数の2つのパラメータは、コードワードと密
接に関連している。複数のコードワードが伝送され、複数のコードワードが複数の異なる
送信ノード、複数の異なるビームグループ、又は複数の異なるアンテナパネルからのコー
ドワードである場合に、2つのパラメータのセットが複数のコードワードについて使用さ
れるときは、データ復調は失敗する。
【００４８】
　さらに、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、変調及び符号化スキ
ーム(Modulation　and　Coding　Scheme,　MCS)、新たなデータインジケータ(New　Data
　Indicator,　NDI)、及び冗長バージョン(Redundancy　Version,　RV)のうちの少なくと
も1つをさらに含む。MCSは、端末デバイスに変調モード、符号化速度、及びトランスポー
トブロックサイズに関連する情報を提供するのに使用される。NDIは、初期伝送のための
ソフトバッファを空にするのに使用される。これらのパラメータの詳細な定義及び適用に
ついては、LTEプロトコルを参照するべきであり、本明細書においては、詳細は、再度1つ
1つは説明されない。
【００４９】
　各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に加えて、ダウンリンク制御情報
は、より多くのパラメータをさらに含んでもよい。以下のパラメータは、既存のLTEプロ
トコルにしたがって、DCI　2Dフォーマットで伝送されてもよい。ダウンリンク制御情報
は、端末デバイスがデータを復調するのに使用される。2つのTPが同時にある1つのUEのた
めに2つのコードワードを伝送する例を提供し、2つ又はそれ以上のコードワードを伝送す
る場合は除かれる。2つのTPが送信するDCIは、
　-ダウンリンク制御情報が関連しているコンポーネントキャリアを示すキャリアインジ
ケータ;
　-リソース割り当てヘッダ(リソース割り当てタイプ0/1);
　-コンポーネントキャリアにおけるリソースブロックを示すリソースブロック割り当て
であって、端末デバイスは、そのコンポーネントキャリアによって、PDSCHを受信するべ
きである、リソースブロック割り当て;
　-キャリアアグリゲーションの場合に、セカンダリキャリアをスケジューリングするの
に使用される物理アップリンク制御チャネル(Physical　Uplink　Control　Channel,　PU
CCH)のための送信電力制御(Transmit　Power　Control,　TPC)コマンド;
　-ダウンリンク送信の数と関連する情報を端末デバイスに知らせるのに使用されるダウ
ンリンク割り当てインデックス;
　-関連する現時点でのハイブリッド自動再送要求(Hybrid　Automatic　Repeat　reQuest
,　HARQ)プロセスを端末デバイスに知らせるのに使用されるHARQプロセスの数;
　時分割複信(Time　Division　Duplexing,　TDD)の場合にのみ、アップリンクサウンデ
ィング参照信号の送信をトリガするのに使用されるサウンディング参照信号(Sounding　R
eference　Signal,　SRS)要求;
　-第1のコードワード;
　-MCS;
　-NDI;
　-RV;
　-PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ;
　-1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数;
　-第2のコードワード;
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　-MCS;
　-NDI;
　-RV;
　-PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ;
　-1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数;
　-HARQ肯定応答のためのPUCCHリソースを動的に制御するのに使用される(拡張物理ダウ
ンリンク制御チャネル(enhanced　Physical　Downlink　Control　Channel,　ePDCCH)の
ために使用される)HARQ-ACKリソースオフセット;
　を含む。
【００５０】
　ある1つの実装において、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジ
ケータ、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子及び層の数は、1つのパラメ
ータセットの中に含まれていてもよく、又は、複数の異なるパラメータセットの中に含ま
れていてもよい。具体的には、ある1つの選択的な方式において、PDSCHリソース要素マッ
ピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ又は複数のアンテナポート、スクラン
ブル識別子及び層の数、の2つのパラメータは、複数の異なるパラメータセットの中に含
まれる、すなわち、2つのパラメータは、2つの領域のパラメータセットを使用することに
よって表される。例えば、ある1つの例として使用される上記のDCIパラメータの場合は、
それらの2つのパラメータは、個別に表される。他の選択的な方式においては、PDSCHリソ
ース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ又は複数のアンテナポー
ト、スクランブル識別子及び層の数の2つのパラメータは、1つのパラメータセットの中に
含まれる。すなわち、それらの2つのパラメータは、1つの領域のパラメータセットを使用
することによって表される。言い換えると、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロ
ケーションインジケータは、アンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数を搬送す
る。具体的には、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは
、PDSCH開始点、マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワークサブフレーム
構成、ビーム管理参照信号構成、及びチャネル状態情報参照信号構成、DMRSポート、DMRS
スクランブル情報、及びDMRS層の数のうちの少なくとも1つのパラメータを含む。
【００５１】
　S102.　ネットワークデバイスは、端末デバイスに、複数のコードワードに対応するダ
ウンリンク制御情報を送信する。
【００５２】
　ネットワークデバイスは、物理ダウンリンク制御チャネル(Physical　Downlink　Contr
ol　Channel,　PDCCH)を介して、端末デバイスに、複数のコードワードに対応するダウン
リンク制御情報を送信してもよい。代替的に、ネットワークデバイスは、複数のPDCCHを
介して、端末デバイスに、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送信し
てもよい。端末デバイスは、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応する
ダウンリンク制御情報を受信する。
【００５３】
　S103.　端末デバイスは、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づ
いて、データを復調する。
【００５４】
　端末デバイスは、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を受信するので
、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、複数の異なる送信ノード、あ
る1つの送信ノードの複数の異なるビームグループ、又は、ある1つの送信ノードの複数の
異なるアンテナパネルからの複数のコードワードに関するデータを復調するのに使用され
てもよい。特定のデータ復調プロセスについては、既存のLTEプロトコルを参照するべき
であり、本明細書においては、詳細は繰り返しては説明されない。
【００５５】
　本発明のこの実施形態にしたがったマルチコードワード伝送方法によれば、ネットワー
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クデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリ
ンク制御情報を生成し、端末デバイスは、それらの複数のコードワードに対応するダウン
リンク制御情報に基づいて、それらの複数のコードワードに関するデータを復調すること
が可能である。このことは、端末デバイスが、マルチコードワード伝送シナリオにおいて
データを正しく復調するということを保証する。
【００５６】
　上記の記載は、本発明の複数の実施形態における方法を詳細に説明しており、以下の記
載は、本発明のそれらの複数の実施形態における装置を提供する。
【００５７】
　図4は、本発明のある1つの実施形態にしたがったネットワークデバイスの概略的なモジ
ュール図である。ネットワークデバイス1000は、処理ユニット11及び送信ユニット12を含
んでもよい。処理ユニット11は、例えば、端末デバイスに送信される複数のコードワード
の各々に対応するダウンリンク制御情報を生成するS101を実行するといったように、ネッ
トワークデバイスの動作を制御するように構成されてもよい。送信ユニット12は、例えば
、端末デバイスに、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送信するS102
を実行するといったように、端末デバイスと通信するように構成されてもよい。詳細につ
いては、方法の実施形態の説明を参照さするべきであり、本明細書においては、詳細は繰
り返しては説明されない。
【００５８】
　本発明のこの実施形態によって提供されるネットワークデバイスによれば、ネットワー
クデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリ
ンク制御情報を生成し、端末デバイスは、複数の異なる送信ノードからの複数のコードワ
ードに対して、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、復調を
実行することが可能である。これにより、正しい復調が保証される。
【００５９】
　図5は、本発明のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なモジュール図
である。端末デバイス2000は、受信ユニット21及び復調ユニット22を含んでもよい。受信
ユニット21は、例えば、S102が実行された後に、ネットワークデバイスからの複数のコー
ドワードに対応するダウンリンク制御情報を受信するといったように、ネットワークデバ
イスと通信するように構成されてもよい。復調ユニット22は、例えば、複数のコードワー
ドに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、データを復調するS103を実行するといっ
たように、端末デバイスの動作を制御するように構成されてもよい。詳細については、方
法の実施形態の説明を参照するべきであり、本明細書においては、詳細は繰り返しては説
明されない。
【００６０】
　本発明のこの実施形態によって提供される端末デバイスによれば、その端末デバイスは
、ネットワークデバイスが生成するとともに複数のコードワードの各々に対応するダウン
リンク制御情報を受信し、そして、それらの複数のコードワードに対応するダウンリンク
制御情報に基づいて、それらの複数のコードワードに関するデータを復調することが可能
である。このことは、端末デバイスが、マルチコードワード伝送シナリオにおいてデータ
を正しく復調するということを保証する。
【００６１】
　図6は、本発明のある1つの実施形態にしたがったネットワークデバイスのハードウェア
のアーキテクチャ図である。ネットワークデバイス3000は、トランシーバー31、プロセッ
サ32、及びメモリ33を含んでもよい。トランシーバー31、プロセッサ32、及びメモリ33は
、バス34を使用することによって互いに接続される。図4における処理ユニット11が実装
する関連する機能は、1つ又は複数のプロセッサ32によって実装されてもよく、図4におけ
る送信ユニット12が実装する関連する機能は、トランシーバー31によって実装されてもよ
い。
【００６２】
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　メモリ33は、これらには限定されないが、ランダムアクセスメモリ(Random　Access　M
emory,　RAM)、読み取り専用メモリ(Read-Only　Memory,　ROM)、消去可能且つプログラ
ム可能な読み取り専用メモリ(Erasable　Programmable　Read　Only　Memory,　EPROM)、
又は、コンパクトディスク読み取り専用メモリ(Compact　Disc　Read-Only　Memory,　CD
-ROM)を含む。メモリ33は、関連する命令及びデータを格納するように構成される。
【００６３】
　トランシーバー31は、データ及び/又は信号を送信し、データ及び/又は信号を受信する
、ように構成される。トランシーバー31は、送信機及び受信機を含んでもよい。送信機及
び受信機は、それぞれ、送信動作及び受信動作を実行する。送信機及び受信機は、独立し
た構成要素であってもよく、又は、一体化された構成要素であってもよい。
【００６４】
　プロセッサ32は、1つ又は複数のプロセッサを含んでもよく、例えば、1つ又は複数の中
央処理ユニット(Central　Processing　Unit,　CPU)を含んでもよい。プロセッサ32が1つ
のCPUであるときに、そのCPUは、シングルコアCPUであってもよく、又は、マルチコアCPU
であってもよい。
【００６５】
　プロセッサ33は、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウ
ンリンク制御情報を生成する図3のステップS101をネットワークデバイスが実行するのを
支援するように構成される。メモリ33は、ネットワークデバイスのプログラムコード及び
データを格納するように構成される。
【００６６】
　トランシーバー31は、端末デバイスと通信し、図3に示されているように、端末デバイ
スに複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送信するステップS102を実行
するように構成される。
【００６７】
　プロセッサ33及びトランシーバー31が実行するステップの詳細については、図3に示さ
れている実施形態の説明を参照するべきであり、本明細書においては、詳細は繰り返して
は説明されない。
【００６８】
　図6は、ネットワークデバイスの単純化された設計のみを示しているということを理解
することが可能である。実際の応用の場合には、各々のネットワークデバイスは、他の必
要な構成要素をさらに含んでもよく、他の必要な構成要素は、これらには限定されないが
、いずれかの数のトランシーバー、いずれかの数のプロセッサ、いずれかの数のコントロ
ーラ、及びいずれかの数のメモリを含む。加えて、本発明を実装することが可能であるす
べてのネットワークデバイスは、本発明の保護範囲に属する。
【００６９】
　本発明のこの実施形態によって提供されるネットワークデバイスによれば、そのネット
ワークデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウ
ンリンク制御情報を生成し、端末デバイスは、複数のコードワードに対応するダウンリン
ク制御情報に基づいて、それらの複数のコードワードに関するデータを復調することが可
能である。このことは、端末デバイスが、マルチコードワード伝送シナリオにおいてデー
タを正しく復調するということを保証する。
【００７０】
　図7は、本発明のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスのハードウェアの概略的
なアーキテクチャ図である。端末デバイス4000は、トランシーバー41、プロセッサ42、及
びメモリ43を含んでもよい。トランシーバー41、プロセッサ42、及びメモリ43は、バス44
を使用することによって互いに接続される。図5の復調ユニット22が実装する関連する機
能は、1つ又は複数のプロセッサ42によって実装され、図5の受信21が実装する関連する機
能は、トランシーバー41によって実装されてもよい。
【００７１】



(16) JP 2020-511056 A 2020.4.9

10

20

30

40

50

　メモリ43は、これらには限定されないが、ランダムアクセスメモリ、読み取り専用メモ
リ、消去可能且つプログラム可能な読み取り専用メモリ、又は、コンパクトディスク読み
取り専用メモリを含む。メモリ43は、関連する命令及びデータを格納するように構成され
る。
【００７２】
　トランシーバー41は、データ及び/又は信号を送信し、データ及び/又は信号を受信する
、ように構成される。トランシーバー41は、送信機及び受信機を含んでもよい。送信機及
び受信機は、それぞれ、送信動作及び受信動作を実行する。送信機及び受信機は、独立し
た構成要素であってもよく、又は、一体化された構成要素であってもよい。
【００７３】
　プロセッサ42は、1つ又は複数のプロセッサを含んでもよく、例えば、1つ又は複数の中
央処理ユニットを含んでもよい。プロセッサ42が1つのCPUであるときに、そのCPUは、シ
ングルコアCPUであってもよく、又は、マルチコアCPUであってもよい。
【００７４】
　プロセッサ43は、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、デ
ータを復調する図3のステップS103を端末デバイスが実行するのを支援するように構成さ
れる。メモリ43は、ネットワークデバイスのプログラムコード及びデータを格納するよう
に構成される。
【００７５】
　トランシーバー41は、端末デバイスと通信し、図3に示されているステップS102を実行
し、そして、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク制
御情報を受信する、ように構成される。
【００７６】
　プロセッサ43及びトランシーバー41が実行するステップの詳細については、図3に示さ
れている実施形態の説明を参照するべきであり、本明細書においては、詳細は繰り返して
は説明されない。
【００７７】
　図7は、端末デバイスの単純化された設計のみを示しているということを理解すること
が可能である。実際の応用の場合には、各々の端末デバイスは、他の必要な構成要素をさ
らに含んでもよく、他の必要な構成要素は、これらには限定されないが、いずれかの数の
トランシーバー、いずれかの数のプロセッサ、いずれかの数のコントローラ、及びいずれ
かの数のメモリを含む。加えて、本発明を実装することが可能であるすべての端末デバイ
スは、本発明の保護範囲に属する。
【００７８】
　本発明のこの実施形態によって提供される端末デバイスによれば、その端末デバイスは
、ネットワークデバイスが生成するとともに複数のコードワードの各々に対応するダウン
リンク制御情報を受信し、そして、それらの複数のコードワードに対応するダウンリンク
制御情報に基づいて、それらの複数のコードワードに関するデータを復調することが可能
である。このことは、端末デバイスが、マルチコードワード伝送シナリオにおいてデータ
を正しく復調するということを保証する。
【００７９】
　当業者は、電子ハードウェアによって、又は、コンピュータソフトウェア及び電子ハー
ドウェアの組み合わせによって、本明細書に開示されている複数の実施形態を参照して説
明されている複数の例におけるユニット及びアルゴリズムのステップを実装することが可
能であるということを認識することが可能である。それらの機能がハードウェアによって
実行されるか、又は、ソフトウェアによって実行されるかは、技術的解決方法の特定の用
途及び設計上の制約によって決まる。当業者は、複数の異なる方法を使用して、各々の特
定の用途ごとに、説明された機能を実装することが可能であるが、その実装がこの出願の
範囲を超えると解釈されるべきではない。
【００８０】
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　当業者は、説明の利便性及び簡潔さのために、システム、装置、及びユニットの詳細な
動作プロセスについては、方法の実施形態における対応するプロセスを参照するべきであ
るということを明確に理解することが可能である。本明細書においては、詳細は繰り返し
ては説明されない。
【００８１】
　この出願によって提供されるいくつかの実施形態においては、他の方式で、開示されて
いるシステム、装置、及び方法を実装することが可能であるということを理解すべきであ
る。例えば、説明されている装置の実施形態は、ある1つの例であるにすぎない。例えば
、ユニットの分割は、論理的な機能の分割であるにすぎず、実際の実装においては他の分
割であってもよい。例えば、複数のユニット又は構成要素を組み合わせ、又は、一体化し
て、他のシステムとしてもよく、或いは、いくつかの特徴を無視してもよく、又は、実行
しなくてもよい。加えて、いくつかのインターフェイスを使用することによって、示され
又は議論されている相互結合、直接結合、又は、通信接続を実装してもよい。電気的な形
態、機械的な形態、又は、他の形態で、装置又はユニットの間の非直接的な結合又は通信
接続を実装してもよい。
【００８２】
　個別の部分として説明されているユニットは、物理的に分離していてもよく、また、複
数のユニットとして示されている部分は、複数の物理的なユニットであってもよく、又は
、複数の物理的なユニットでなくてもよく、1つの位置に位置していてもよく、又は、複
数のネットワークユニットに分散されていてもよい。実際の必要にしたがって、ユニット
のうちの一部又はすべてを選択して、複数の実施形態の解決方法の目的を達成してもよい
。
【００８３】
　加えて、この出願の複数の実施形態における複数の機能ユニットを一体化して、1つの
処理ユニットとしてもよく、又は、各々のユニットは、物理的に単独で存在してもよく、
又は、2つ又はそれ以上のユニットを一体化して、1つのユニットとしてもよい。
【００８４】
　ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、又はそれらのいずれかの組み合わせを
使用することによって、上記の実施形態のすべて又は一部を実装してもよい。ソフトウェ
アを使用して、それらの複数の実施形態を実装するときに、完全に又は部分的に、コンピ
ュータプログラム製品の形態で、それらの複数の実施形態を実装してもよい。コンピュー
タプログラム製品は、1つ又は複数のコンピュータ命令を含む。コンピュータプログラム
命令がロードされ、コンピュータで実行されるときに、本発明の複数の実施形態にしたが
った手順又は機能は、すべて又は部分的に生成される。コンピュータは、汎用コンピュー
タ、専用コンピュータ、コンピュータネットワーク、又は他のプログラム可能な装置であ
ってもよい。コンピュータ命令は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体の中に格納され
てもよく、又は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体を使用することによって送信され
てもよい。(例えば、同軸ケーブル、光ファイバ、又はディジタル加入者線(DSL)等の)有
線方式又は(例えば、赤外線、無線、又はマイクロ波等の)無線方式で、ウェブサイト、コ
ンピュータ、サーバ、又はデータセンターから、他のウェブサイト、コンピュータ、サー
バ、又はデータセンターへと、コンピュータ命令を送信してもよい。コンピュータ読み取
り可能な記憶媒体は、コンピュータによってアクセス可能ないずれかの使用可能な媒体で
あってもよく、又は、1つ又は複数の使用可能な媒体を統合するサーバ又はデータセンタ
ー等のデータ記憶デバイスであってもよい。使用可能な媒体は、(例えば、フロッピーデ
ィスク、ハードディスク、又は磁気テープ等の)磁気媒体、(例えば、DVD等の)光媒体、又
は、(例えば、ソリッドステートディスク(Solid　State　Disk,　SSD)等の)半導体媒体等
であってもよい。
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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月26日(2019.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチコードワード伝送方法であって、
　ネットワークデバイスによって、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々
に対応するダウンリンク制御情報を生成するステップであって、各々のコードワードに対
応する前記ダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)リソース要
素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポー
ト、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを含む、ステップと、
　前記ネットワークデバイスによって前記端末デバイスに、前記複数のコードワードに対
応するダウンリンク制御情報を送信するステップと、を含む、
　方法。
【請求項２】
　各々のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報は、変調及び符号化スキーム
(MCS)、新たなデータインジケータ(NDI)、及び冗長バージョン(RV)のうちの少なくとも1
つをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、PDSCH開始
点、マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク(MBSFN)サブフレーム構成
、ビーム管理参照信号構成、及びチャネル状態情報参照信号(CSI-RS)構成のうちの少なく
とも1つのパラメータを含む、請求項1又は2に記載の方法。
【請求項４】
　前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナ
ポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、請求項1乃
至3のうちのいずれか1項に記載の方法。
【請求項５】
　前記アンテナポートは、復調参照信号(DMRS)ポートを含み、前記スクランブル識別子は
、DMRSスクランブル情報を含み、前記層の数は、DMRS層の数を含む、請求項1乃至4のうち
のいずれか1項に記載の方法。
【請求項６】
　マルチコードワード伝送方法であって、
　端末デバイスによって、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダ
ウンリンク制御情報を受信するステップであって、前記複数のコードワードに対応する前
記ダウンリンク制御情報のうちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報
は、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)リソース要素マッピング及び疑似コロケーシ
ョンインジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層
の数のうちの少なくとも1つを含む、ステップと、
　前記端末デバイスによって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御
情報に基づいて、データを復調するステップと、を含む、
　方法。
【請求項７】
　前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナ
ポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、請求項6に
記載の方法。
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【請求項８】
　ネットワークデバイスであって、
　端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報
を生成するように構成される処理ユニットであって、各々のコードワードに対応する前記
ダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)リソース要素マッピン
グ及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート、スクラ
ンブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを含む、処理ユニットと、
　前記端末デバイスに、前記複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送信
するように構成される送信ユニットと、を含む、
　ネットワークデバイス。
【請求項９】
　前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナ
ポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、請求項8に
記載のネットワークデバイス。
【請求項１０】
　端末デバイスであって、
　ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を受
信するように構成される受信ユニットであって、前記複数のコードワードに対応する前記
ダウンリンク制御情報のうちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は
、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)リソース要素マッピング及び疑似コロケーショ
ンインジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の
数のうちの少なくとも1つを含む、受信ユニットと、
　前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報に基づいて、データを復
調するように構成される復調ユニットと、を含む、
　端末デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[関連出願への相互参照]
　この出願は、2017年2月17日付で中国特許庁に出願され、"マルチコードワード伝送方法
及び装置"と題する中国特許出願第201710087121.8号に基づく優先権を主張し、その内容
は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　[技術分野]
　この出願は、通信技術の分野に関し、特に、マルチコードワード伝送方法及び装置に関
する。
【背景技術】
【０００３】
　ロングタームエボリューションアドバンスト(Long　Term　Evolution-Advanced,　LTE-
A)が提案されると、人々の注目は、セル平均スペクトラム効率及びセルエッジスペクトラ
ム効率にますます払われる。LTE‐Aシステムのアップストリーム及びダウンストリームの
双方において、基本的な多元接続多重化モードとして、直交周波数分割多重化(Orthogona
l　Frequency　Division　Multiplexing,　OFDM)を使用する周波数分割システムが存在す
る。完全な直交周波数分割のため、セルの内側では干渉問題はほとんど存在しないが、一
方で、セルのエッジでの干渉処理は、比較的困難である。
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【０００４】
　セルエッジスペクトラム効率を改善するために、非コヒーレント共伝送(Non　Coherent
　Joint　Transmission,　NCJT)伝送モードが提案されている。NCJTは、複数の送信ノー
ドが、同時にある1つの端末デバイスにサービスを提供することを意味する、すなわち、
その端末デバイスは、同時に複数の送信ノードからデータを受信してもよい。ある1つの
例として、2つの送信ポイント(Transmission　Point,　TP)の間の伝送を使用する。図1に
示されている協調マルチポイント送信/受信の概略的な図において、TP1によって端末デバ
イスに、トランスポートブロックと称される第1のコードワード(Code　Word　1,　CW1)を
送信し、TP2によってその端末デバイスに、第2のコードワードCW2を送信する。複数の送
信ノードの間での厳密な同期は要求されず、それらの複数の送信ノードが共伝送を実行す
ることにより、ユーザイクスペアリアンスを改善することが可能であるため、協調マルチ
ポイント動作へのさらなる強化(Further　Enhancements　to　Coordinated　Multi-Point
　Operation,　Fe-CoMP)の主要な伝送モードとしての上記の伝送技術は、大きな注目を集
め、且つ、広く議論されてきた。
【０００５】
　一方で、従来技術のLTE技術及びLTE-A技術においては、ある1つの端末デバイスは、同
時にある1つの送信ノードから1つ又は複数のコードワードのみを受信する。
【０００６】
　したがって、マルチコードワード伝送シナリオにおいて、端末デバイスがデータを正し
く復調することが不可能であるという問題を緊急に解決する必要がある。
【発明の概要】
【０００７】
　この出願は、マルチコードワード伝送方法及び装置を提供して、マルチコードワード伝
送シナリオにおいて、端末デバイスがデータを正しく復調することが不可能であるという
問題を解決する。
【０００８】
　ある1つの態様によれば、マルチコードワード伝送方法であって、ネットワークデバイ
スによって、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリン
ク制御情報を生成するステップであって、各々のコードワードに対応する前記ダウンリン
ク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コ
ロケーションインジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子
、及び層の数のうちの少なくとも1つを含む、ステップと、前記ネットワークデバイスに
よって前記端末デバイスに、前記複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を
送信するステップと、を含む、マルチコードワード伝送方法が提供される。ネットワーク
デバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリン
ク制御情報を生成し、端末デバイスは、それらの複数のコードワードに対応するダウンリ
ンク制御情報に基づいて、データを復調してもよい。このことは、端末デバイスがマルチ
コードワード伝送シナリオにおいて、データを正しく復調するということを保証する。
【０００９】
　他の態様によれば、マルチコードワード伝送方法であって、端末デバイスによって、ネ
ットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を受信す
るステップであって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報のう
ちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チ
ャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1つ又
は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを含
む、ステップと、前記端末デバイスによって、前記複数のコードワードに対応する前記ダ
ウンリンク制御情報に基づいて、データを復調するステップと、を含む、マルチコードワ
ード伝送方法が提供される。端末デバイスは、複数のコードワードの各々に対応している
とともにネットワークデバイスが生成したダウンリンク制御情報を受信し、それらの複数
のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、データを復調してもよい。
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このことは、正しいデータ復調を保証する。
【００１０】
　さらに別の態様によれば、マルチコードワード伝送方法であって、ネットワークデバイ
スによって、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリン
ク制御情報を生成するステップであって、各々のコードワードに対応する前記ダウンリン
ク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コ
ロケーションインジケータを含み、前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケー
ションインジケータは、アンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少な
くとも1つを搬送する、ステップと、前記ネットワークデバイスによって前記端末デバイ
スに、前記複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送信するステップと、
を含む、マルチコードワード伝送方法が提供される。ネットワークデバイスは、端末デバ
イスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報を生成し、
端末デバイスは、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、デー
タを復調してもよい。このことは、端末デバイスが、マルチコードワード伝送シナリオに
おいて、データを正しく復調するということを保証する。
【００１１】
　さらに別の態様によれば、マルチコードワード伝送方法であって、端末デバイスによっ
て、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を
受信するステップであって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情
報のうちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク
共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータを含み
、前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナ
ポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、ステップ
と、前記端末デバイスによって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制
御情報に基づいて、データを復調するステップと、を含む、マルチコードワード伝送方法
が提供される。端末デバイスは、複数のコードワードの各々に対応しているとともにネッ
トワークデバイスが生成したダウンリンク制御情報を受信し、それらの複数のコードワー
ドに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、データを復調してもよい。このことは、
正しいデータ復調を保証する。
【００１２】
　上記の複数の態様のある1つの実装において、各々のコードワードに対応する前記ダウ
ンリンク制御情報は、変調及び符号化スキームMCS、新たなデータインジケータNDI、及び
冗長バージョンRVのうちの少なくとも1つをさらに含む。この実装において、各々のコー
ドワードに対応するダウンリンク制御情報は、他のパラメータをさらに含んでもよい。MC
Sは、端末デバイスに、変調モード、符号化速度、及びトランスポートブロックサイズに
関連する情報を提供するのに使用される。NDIは、初期伝送のためのソフトバッファを空
にするのに使用される。RVは、冗長バージョン情報を提供するのに使用される。
【００１３】
　上記の複数の態様の他の実装において、前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コ
ロケーションインジケータは、PDSCH開始点、マルチキャストブロードキャスト単一周波
数ネットワークMBSFNサブフレーム構成、ビーム管理参照信号構成、及びチャネル状態情
報参照信号CSI-RS構成のうちの少なくとも1つのパラメータを含む。この実装においては
、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータの中に含まれるパ
ラメータを詳細に説明する。
【００１４】
　上記の複数の態様のさらに別の実装において、前記PDSCHリソース要素マッピング及び
疑似コロケーションインジケータは、アンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数
のうちの少なくとも1つを搬送する。
【００１５】
　上記の複数の態様のさらに別の実装において、前記アンテナポートは、復調参照信号DM
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RSポートを含み、前記スクランブル識別子は、DMRSスクランブル情報を含み、前記層の数
は、DMRS層の数を含む。
【００１６】
　さらに別の態様によれば、ネットワークデバイスが提供される。そのネットワークデバ
イスは、上記の複数の方法において、ネットワークデバイスの動作を実装する機能を有す
る。その機能は、ハードウェアによって実装されてもよく、或いは、対応するソフトウェ
アを実行することによってハードウェアによって実装されてもよい。それらのハードウェ
ア又はソフトウェアは、上記の機能に対応する1つ又は複数のモジュールを含む。
【００１７】
　ある1つの可能な実装において、ネットワークデバイスは、端末デバイスに送信される
複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報を生成するように構成される
処理ユニットであって、各々のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報は、物
理ダウンリンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションイン
ジケータ、及び、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のう
ちの少なくとも1つを含む、処理ユニットと、前記端末デバイスに、前記複数のコードワ
ードに対応するダウンリンク制御情報を送信するように構成される送信ユニットと、を含
む。
【００１８】
　他の可能な実装において、ネットワークデバイスは、トランシーバー、メモリ、及びプ
ロセッサを含む。そのメモリは、プログラムコードのグループを格納し、そのプロセッサ
は、そのメモリの中に格納されているプログラムコードを呼び出して、端末デバイスに送
信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報を生成する動作であ
って、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チ
ャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1つ又
は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを含
む、動作と、トランシーバーを使用することによって、端末デバイスに、複数のコードワ
ードに対応するダウンリンク制御情報を送信する動作と、を実行するように構成される。
【００１９】
　上記の方法の発明概念と同様の発明概念に基づいて、装置によって問題を解決するため
の原理及びその装置がもたらす有益な効果については、ネットワークデバイスが実行する
方法の上記の複数の可能な実装及びそれらの実装がもたらす有益な効果を参照するべきで
ある。したがって、それらの装置の実装については、方法の実装を参照するべきであり、
繰り返される内容は、再度説明されない。
【００２０】
　さらに別の態様によれば、端末デバイスが提供される。その端末デバイスは、上記の複
数の方法において、端末デバイスの動作を実装する機能を有する。その機能は、ハードウ
ェアによって実装されてもよく、或いは、対応するソフトウェアを実行することによって
ハードウェアによって実装されてもよい。それらのハードウェア又はソフトウェアは、上
記の機能に対応する1つ又は複数のモジュールを含む。
【００２１】
　ある1つの可能な実装において、端末デバイスは、ネットワークデバイスからの複数の
コードワードに対応するダウンリンク制御情報を受信するように構成される受信ユニット
であって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報のうちで、各々
のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSC
Hリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1つ又は複数のア
ンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを含む、受信ユ
ニットと、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報に基づいて、デ
ータを復調するように構成される復調ユニットと、を含む。
【００２２】
　他の可能な実装において、端末デバイスは、トランシーバー、メモリ、及びプロセッサ
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を含む。そのメモリは、プログラムコードのグループを格納し、そのプロセッサは、その
メモリの中に格納されているプログラムコードを呼び出して、トランシーバーを使用する
ことによって、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク
制御情報を受信する動作であって、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報
のうちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共
有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、及び、1
つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つ
を含む、動作と、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、デー
タを復調する動作と、を実行するように構成される。
【００２３】
　上記の方法の発明概念と同様の発明概念に基づいて、装置によって問題を解決するため
の原理及びその装置がもたらす有益な効果については、端末デバイスが実行する方法の上
記の複数の可能な実装及びそれらの実装がもたらす有益な効果を参照するべきである。し
たがって、それらの装置の実装については、方法の実装を参照するべきであり、繰り返さ
れる内容は、再度説明されない。
【００２４】
　さらに別の態様によれば、ネットワークデバイスが提供される。そのネットワークデバ
イスは、上記の複数の方法において、ネットワークデバイスの動作を実装する機能を有す
る。その機能は、ハードウェアによって実装されてもよく、或いは、対応するソフトウェ
アを実行することによってハードウェアによって実装されてもよい。それらのハードウェ
ア又はソフトウェアは、上記の機能に対応する1つ又は複数のモジュールを含む。ある1つ
の可能な実装において、ネットワークデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコー
ドワードの各々に対応するダウンリンク制御情報を生成するように構成される処理ユニッ
トであって、各々のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報は、物理ダウンリ
ンク共有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータを
含み、前記PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アン
テナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、処理
ユニットと、前記端末デバイスに、前記複数のコードワードに対応するダウンリンク制御
情報を送信するように構成される送信ユニットと、を含む。
【００２５】
　他の可能な実装において、ネットワークデバイスは、トランシーバー、メモリ、及びプ
ロセッサを含む。そのメモリは、プログラムコードのグループを格納し、そのプロセッサ
は、そのメモリの中に格納されているプログラムコードを呼び出して、端末デバイスに送
信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報を生成する動作であ
って、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チ
ャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータを含み、PDSCH
リソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナポート、スク
ランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、動作と、トランシーバ
ーを使用することによって、端末デバイスに、複数のコードワードに対応するダウンリン
ク制御情報を送信する動作と、を実行するように構成される。
【００２６】
　上記の方法の発明概念と同様の発明概念に基づいて、装置によって問題を解決するため
の原理及びその装置がもたらす有益な効果については、ネットワークデバイスが実行する
方法の上記の複数の可能な実装及びそれらの実装がもたらす有益な効果を参照するべきで
ある。したがって、それらの装置の実装については、方法の実装を参照するべきであり、
繰り返される内容は、再度説明されない。
【００２７】
　さらに別の態様によれば、端末デバイスが提供される。その端末デバイスは、上記の複
数の方法において、端末デバイスの動作を実装する機能を有する。その機能は、ハードウ
ェアによって実装されてもよく、或いは、対応するソフトウェアを実行することによって
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ハードウェアによって実装されてもよい。それらのハードウェア又はソフトウェアは、上
記の機能に対応する1つ又は複数のモジュールを含む。
【００２８】
　ある1つの可能な実装において、端末デバイスは、ネットワークデバイスからの複数の
コードワードに対応するダウンリンク制御情報を受信するように構成される受信ユニット
であって、前記複数のコードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報のうちで、各々
のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共有チャネルPDSC
Hリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータを含み、前記PDSCHリソー
ス要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナポート、スクランブ
ル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、受信ユニットと、前記複数の
コードワードに対応する前記ダウンリンク制御情報に基づいて、データを復調するように
構成される復調ユニットと、を含む。
【００２９】
　他の可能な実装において、端末デバイスは、トランシーバー、メモリ、及びプロセッサ
を含む。そのメモリは、プログラムコードのグループを格納し、そのプロセッサは、その
メモリの中に格納されているプログラムコードを呼び出して、トランシーバーを使用する
ことによって、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウンリンク
制御情報を受信する動作であって、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報
のうちで、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、物理ダウンリンク共
有チャネルPDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータを含み、P
DSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは、アンテナポート、
スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを搬送する、動作と、複数のコ
ードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、データを復調する動作と、を実
行するように構成される。
【００３０】
　上記の方法の発明概念と同様の発明概念に基づいて、装置によって問題を解決するため
の原理及びその装置がもたらす有益な効果については、端末デバイスが実行する方法の上
記の複数の可能な実装及びそれらの実装がもたらす有益な効果を参照するべきである。し
たがって、それらの装置の実装については、方法の実装を参照するべきであり、繰り返さ
れる内容は、再度説明されない。
【００３１】
　この出願のさらに別の態様は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体を提供し、そのコ
ンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、命令を格納し、その命令がコンピュータで実行さ
れるときに、そのコンピュータが、上記の複数の態様の方法を実行することを可能とする
。
【００３２】
　この出願のさらに別の態様は、命令を含むコンピュータプログラム製品を提供し、その
命令がコンピュータで実行されるときに、コンピュータは、上記の態様の方法を実行する
。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
　本発明の複数の実施形態又は背景技術における複数の技術的解決方法をより明確に説明
するために、以下の記載は、本発明のそれらの複数の実施形態又は背景技術を説明するの
に必要となる複数の添付の図面を説明する。
【００３４】
【図１】協調マルチポイント送信/受信のある1つの例の概略的な図である。
【図２ａ】物理ダウンリンク共有チャネルのリソースエレメントの複数の可能なマッピン
グの概略的な図である。
【図２ｂ】物理ダウンリンク共有チャネルのリソースエレメントの複数の可能なマッピン
グの概略的な図である。
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【図２ｃ】物理ダウンリンク共有チャネルのリソースエレメントの複数の可能なマッピン
グの概略的な図である。
【図３】本発明のある1つの実施形態にしたがったマルチコードワード伝送方法の概略的
な対話図である。
【図４】本発明のある1つの実施形態にしたがったネットワークデバイスの概略的なモジ
ュール図である。
【図５】本発明のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なモジュール図
である。
【図６】本発明のある1つの実施形態にしたがったネットワークデバイスのハードウェア
の概略的なアーキテクチャ図である。
【図７】本発明のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスのハードウェアの概略的
なアーキテクチャ図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下の記載は、本発明の複数の実施形態における複数の添付図面を参照して、本発明の
それらの複数の実施形態を説明する。
【００３６】
　本発明の複数の実施形態における通信システムは、ネットワークデバイス及び端末デバ
イスを含む。ネットワークデバイスは、送信ノードのマルチコードワード伝送を制御する
。その通信システムは、汎欧州ディジタル移動体通信システム(Global　System　for　Mo
bile　Communication,　GSM)システム、符号分割多元接続(Code　Division　Multiple　A
ccess,　CDMA)システム、広帯域符号分割多元接続(Wideband　Code　Division　Multiple
　Access,　WCDMA)システム、マイクロ波アクセスのための全世界的相互運用性(Worldwid
e　Interoperability　for　Microwave　Access,　WiMAX)システム、ロングタームエボリ
ューション(long　term　evolution,　LTE)システム、(例えば、新たな無線(new　radio,
　NR)システム等の)5G通信システム、様々な通信技術を統合する(例えば、LTE技術及びNR
技術を統合する通信システム等の)通信システム、又は、以降に発展する通信システムで
あってもよい。
【００３７】
　この出願の端末デバイスは、無線通信機能を有するデバイスである。端末デバイスは、
ハンドヘルドデバイス、車載型デバイス、ウェアラブルデバイス、又は、無線通信機能を
有するコンピューティングデバイス、又は、無線モデムに接続される他の処理デバイス等
であってもよい。複数の異なるネットワークにおいて、端末デバイスは、ユーザ機器(Use
r　Equipment,　UE)、アクセス端末、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイルコン
ソール、遠隔局、遠隔端末、モバイルデバイス、加入者端末、端末、無線通信デバイス、
ユーザエージェント又はユーザ機器、携帯電話、コードレス電話セット、セッション開始
プロトコル(Session　Initiation　Protocol,　SIP)電話、無線ローカルループ(Wireless
　Local　Loop,　WLL)局、パーソナルディジタルアシスタント(Personal　Digital　Assi
stant,　PDA)、又は5Gネットワーク又は将来的に発展するネットワークの中の端末デバイ
ス等の複数の異なる名前を有してもよい。
【００３８】
　この出願のネットワークデバイスは、無線アクセスネットワークの中に配置され、無線
通信機能を提供するデバイスである。ネットワークデバイスは、これらには限定されない
が、(例えば:　BTS(Base　Transceiver　Station,　BTS)、NodeB(NodeB、NB)、進化型Nod
eB(evolved　NodeB、eNB、又は、eNodeB)等の基地局、(例えば、NRシステムにおける送信
/受信ポイント(transmission　reception　point,　TRP)又は送信ポイント(Transmission
　Point,　TP)等の送信ノード、又は、次世代NodeB(generation　nodeB,　gNB)、将来的
な通信ネットワークにおける基地局又はネットワークデバイス、中継ノード、アクセスポ
イント、車載型デバイス、ウェアラブルデバイス、無線忠実度(Wireless-Fidelity,　Wi-
Fi)サイト、無線バックホールノード、スモールセル、及び、マイクロセルなどを含む。
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既存のLTE及びLTE-Aプロトコルにおいては、ダウンリンク制御チャネルは、協調マルチポ
イント送信/受信(Coordinated　Multiple　Points　Transmission,　CoMP)の間の1つ又は
2つのコードワードに対応する。ダウンリンク制御チャネルが、複数のコードワードのス
ケジューリング情報を搬送するときに、システムのデフォルトで、物理ダウンリンク共有
チャネル(Physical　Downlink　Shared　Channel,　PDSCH)によって搬送される複数のコ
ードワードは、1つの送信ノードからのコードワード、又は、時間/周波数領域において互
いに同期している複数の送信ノードからのコードワードである。言い換えると、複数のコ
ードワードは、同じ大規模チャネル経験を有する。大規模チャネル経験は、遅延スプレッ
ド(delay　spread)、ドップラースプレッド(Doppler　spread)、ドップラーシフト(Doppl
er　shift)、平均利得(average　gain)、平均遅延(average　delay)、端末デバイスの受
信ビーム番号、送信/受信チャネル相関、受信到達角度(Angle-of-Arrival,　AoA)、受信
機アンテナの空間相関、主到達角度、平均到達角度、及び、AoAスプレッド等の特徴を含
む。一方で、物理ダウンリンク共有チャネルリソース要素マッピング及び疑似コロケーシ
ョンインジケータ(PDSCH　RE　Mapping　and　Quasi-Co-Location　Indicator)、及び、1
つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子及び層の数(Antenna　Port(s),　Scra
mbling　identity　and　number　of　layers)のパラメータうちの1つのセットのみが、
ダウンリンク制御情報の中に含まれる。
【００３９】
　NCJTシナリオにおいて実行されるマルチコードワード伝送のために、複数の異なる送信
ノードによって複数の異なるコードワードを送信し、各々の送信ノードは、個別に、自己
適応プリコーディングを実行する、すなわち、複数のコードワードは、複数の異なる大規
模チャネル経験に対応し、それらの複数のコードワードが搬送する時間/周波数領域リソ
ースは、異なっていてもよい。複数のコードワードの復調が、PDSCHリソース要素マッピ
ング及び疑似コロケーションインジケータのパラメータの1つのセットを使用することに
よって、既存のプロトコルにしたがって実装される場合に、データ伝送の高いビット誤り
率が引き起こされる。したがって、実際の伝送においては、各々の送信ノードについての
PDSCHに一致するダウンリンク制御情報を考慮すべきである。加えて、1つ又は複数のアン
テナポート、スクランブル識別子、及び、層の数に関する固定された情報は、すべての送
信ノードの復号化要求とも一致しない。1つの例として、PDSCHリソース要素マッピングを
使用する。図2a乃至図2cに示されているように、複数の異なるコードワードによって搬送
される実際のPDSCHリソース要素マッピング情報は、(図2aに示されているように)全く同
じであってもよく、(図2bに示されているように)部分的に同じであってもよく、又は、(
図2cに示されているように)完全に異なっていてもよい。したがって、既存の構成情報は
、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ又は複数のア
ンテナポート、スクランブル識別子、及び、層の数等のダウンリンク制御情報が、NCJTシ
ナリオにおいて実行されるマルチコードワード伝送の場合には、すべての送信ノードのダ
ウンリンク制御情報と一致するということを保証することが不可能である。
【００４０】
　本発明の複数の実施形態は、マルチコードワード伝送方法及び装置を提供する。ネット
ワークデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウ
ンリンク制御情報を生成し、端末デバイスは、それらの複数のコードワードに対応するダ
ウンリンク制御情報に基づいて、データを復調してもよい。このことは、端末デバイスが
、マルチコードワード伝送シナリオにおいてデータを正しく復調するということを保証す
る。
【００４１】
　本発明の複数の実施形態におけるマルチコードワード伝送シナリオは、例えば、NCJT等
の協調マルチポイント送信/受信;　例えば、複数のシミュレートされた狭ビームに基づく
高周波通信等の1つの送信ノードのために使用される複数のビームグループを使用するこ
とによって実行されるマルチコードワード伝送;　及び、例えば、複数のパネル(multiple
　panels)に基づく高周波通信等の1つの送信ノードのために使用される複数の異なるアン
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テナパネルを使用することによって実行されるマルチコードワード伝送、を含む。
【００４２】
　図3は、本発明のある1つの実施形態にしたがったマルチコードワード伝送方法の概略的
な対話図である。その方法は、以下のステップを含む。
【００４３】
　S101.　ネットワークデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各
々に対応するダウンリンク制御情報を生成する。
【００４４】
　この実施形態においては、複数のコードワードは、例えば、協調マルチポイント送信/
受信の場合のNCJTにおいて使用される複数のコードワード等の複数の送信ノードからのコ
ードワードであってもよく、又は、例えば、複数のシミュレートされた狭ビームに基づく
高周波通信において使用される複数のコードワード等の1つの送信ノードのために使用さ
れる複数のビームグループによるコードワードであってもよく、又は、例えば、multiple
　panelsに基づく高周波通信での複数のコードワード等の1つの送信ノードのために使用
される複数の異なるアンテナパネルからのコードワードであってもよい。選択的に、端末
デバイスは、1つの端末デバイスであってもよく、又は、複数の異なる端末デバイスであ
ってもよい。この実施形態においては、複数の送信ノード、1つの送信ノードのために使
用される複数のビームグループ、又は、1つの送信ノードのために使用される複数の異な
るアンテナパネルが、コードワードを送信する前に、ネットワークデバイスは、端末デバ
イスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリンク制御情報(Downlink
　Control　Information,　DCI)を生成する。各々のコードワードに対応するダウンリン
ク制御情報は、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ
又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数のうちの少なくとも1つを
含む。選択的に、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、PDSCHリソー
ス要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ又は複数のアンテナポート
、スクランブル識別子、及び層の数を含む。
【００４５】
　PDSCHマッピング及び疑似コロケーションインジケータは、複数のアンテナポートの間
の疑似コロケーション関係を示すのに使用され、複数の異なるタイプの参照信号の間の疑
似コロケーション関係に対応する。具体的には、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似
コロケーションインジケータは、PDSCH開始点、マルチキャストブロードキャスト単一周
波数ネットワーク(Multicast-Broadcast　Single　Frequency　Network,　MBSFN)サブフ
レーム構成、ビーム管理参照信号構成、及び、チャネル状態情報参照信号(Channel　Stat
e　Information　Reference　Signal,　CSI-RS)構成、のうちの少なくとも1つを含む。本
明細書においては、異なるタイプの参照信号は、ビーム管理参照信号、CSI-RS、及び復調
参照信号(Demodulation　Reference　Signal,　DMRS)を含む。ビーム管理参照信号は、シ
ミュレートされたビームを測定するのに使用され、CSI-RSは、チャネル状態情報を測定す
るのに使用され、そして、DMRSは、データを復調するのに使用される。ビーム管理参照信
号、CSI-RS、及びDMRSは、疑似コロケーション関係を有する。このことは、1つの送信ノ
ード、同じ送信ノードの1つのビームグループ、又は、送信ノードの1つのアンテナパネル
のアンテナポートのグループが、同じ大規模チャネル特徴を有するということを意味する
。複数のコードワードを送信する複数の異なる送信ポイント、複数の異なるビームグルー
プ、又は、複数の異なるアンテナパネルは、アンテナポートの少なくとも2つのグループ
に対応する。大規模チャネルの特徴は、遅延スプレッド、平均遅延、ドップラースプレッ
ド、ドップラーシフト、平均利得、端末デバイスの受信ビーム数、送信/受信チャネル相
関、受信到達角度、受信アンテナの空間相関、主到達角度、平均到達角度、及び、AoAス
プレッド等を含んでもよい。具体的には、疑似コロケーションインジケータは、アンテナ
ポートの少なくとも2つのグループが、疑似コロケーション関係を有するか否かを示すの
に使用され、疑似コロケーションインジケータは、アンテナポートの少なくとも2つのグ
ループが送信した参照信号が、1つの送信ポイントからの参照信号であるか否かを示すの
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に使用され、疑似コロケーションインジケータは、アンテナポートの少なくとも2つのグ
ループが送信した参照信号が、1つのビームグループからの参照信号であるか否かを示す
のに使用され、又は、疑似コロケーションインジケータは、アンテナポートの少なくとも
2つのグループが送信した参照信号が、1つのアンテナパネルからの参照信号であるか否か
を示すのに使用される。
【００４６】
　1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数は、現在のコードワ
ードに対応するDMRSポート、DMRSスクランブル識別子、及びDMRS層の数を示すのに使用さ
れる。LTEプロトコルにおいては、DMRSポート番号とDMRSトランスポート層の数との間の
関係は、:PDSCHに関連するUE特有の参照信号は、p＝5,p＝7,p＝8,p＝11,p＝13,p＝{11,13
}、又は、p＝7,8,…,v＋6のアンテナポートから送信され、vは、PDSCHに使用されるトラ
ンスポート層の数である。DMRSスクランブル識別子は、DMRS送信シーケンスを決定するの
に使用される。このパラメータの詳細な定義及び適用については、LTEプロトコルを参照
するべきであり、本明細書においては、詳細は、再度1つ1つは説明されない。
【００４７】
　PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ又は複数のア
ンテナポート、スクランブル識別子及び層の数の2つのパラメータは、コードワードと密
接に関連している。複数のコードワードが伝送され、複数のコードワードが複数の異なる
送信ノード、複数の異なるビームグループ、又は複数の異なるアンテナパネルからのコー
ドワードである場合に、2つのパラメータのセットが複数のコードワードについて使用さ
れるときは、データ復調は失敗する。
【００４８】
　さらに、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、変調及び符号化スキ
ーム(Modulation　and　Coding　Scheme,　MCS)、新たなデータインジケータ(New　Data
　Indicator,　NDI)、及び冗長バージョン(Redundancy　Version,　RV)のうちの少なくと
も1つをさらに含む。MCSは、端末デバイスに変調モード、符号化速度、及びトランスポー
トブロックサイズに関連する情報を提供するのに使用される。NDIは、初期伝送のための
ソフトバッファを空にするのに使用される。これらのパラメータの詳細な定義及び適用に
ついては、LTEプロトコルを参照するべきであり、本明細書においては、詳細は、再度1つ
1つは説明されない。
【００４９】
　各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に加えて、ダウンリンク制御情報
は、より多くのパラメータをさらに含んでもよい。以下のパラメータは、既存のLTEプロ
トコルにしたがって、DCI　2Dフォーマットで伝送されてもよい。ダウンリンク制御情報
は、端末デバイスがデータを復調するのに使用される。2つのTPが同時にある1つのUEのた
めに2つのコードワードを伝送する例を提供し、2つ又はそれ以上のコードワードを伝送す
る場合は除かれる。2つのTPが送信するDCIは、
　-ダウンリンク制御情報が関連しているコンポーネントキャリアを示すキャリアインジ
ケータ;
　-リソース割り当てヘッダ(リソース割り当てタイプ0/1);
　-コンポーネントキャリアにおけるリソースブロックを示すリソースブロック割り当て
であって、端末デバイスは、そのコンポーネントキャリアによって、PDSCHを受信するべ
きである、リソースブロック割り当て;
　-キャリアアグリゲーションの場合に、セカンダリキャリアをスケジューリングするの
に使用される物理アップリンク制御チャネル(Physical　Uplink　Control　Channel,　PU
CCH)のための送信電力制御(Transmit　Power　Control,　TPC)コマンド;
　-ダウンリンク送信の数と関連する情報を端末デバイスに知らせるのに使用されるダウ
ンリンク割り当てインデックス;
　-関連する現時点でのハイブリッド自動再送要求(Hybrid　Automatic　Repeat　reQuest
,　HARQ)プロセスを端末デバイスに知らせるのに使用されるHARQプロセスの数;
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　時分割複信(Time　Division　Duplexing,　TDD)の場合にのみ、アップリンクサウンデ
ィング参照信号の送信をトリガするのに使用されるサウンディング参照信号(Sounding　R
eference　Signal,　SRS)要求;
　-第1のコードワード;
　-MCS;
　-NDI;
　-RV;
　-PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ;
　-1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数;
　-第2のコードワード;
　-MCS;
　-NDI;
　-RV;
　-PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ;
　-1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数;
　-HARQ肯定応答のためのPUCCHリソースを動的に制御するのに使用される(拡張物理ダウ
ンリンク制御チャネル(enhanced　Physical　Downlink　Control　Channel,　ePDCCH)の
ために使用される)HARQ-ACKリソースオフセット;
　を含む。
【００５０】
　ある1つの実装において、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジ
ケータ、1つ又は複数のアンテナポート、スクランブル識別子及び層の数は、1つのパラメ
ータセットの中に含まれていてもよく、又は、複数の異なるパラメータセットの中に含ま
れていてもよい。具体的には、ある1つの選択的な方式において、PDSCHリソース要素マッ
ピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ又は複数のアンテナポート、スクラン
ブル識別子及び層の数、の2つのパラメータは、複数の異なるパラメータセットの中に含
まれる、すなわち、2つのパラメータは、2つの領域のパラメータセットを使用することに
よって表される。例えば、ある1つの例として使用される上記のDCIパラメータの場合は、
それらの2つのパラメータは、個別に表される。他の選択的な方式においては、PDSCHリソ
ース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータ、1つ又は複数のアンテナポー
ト、スクランブル識別子及び層の数の2つのパラメータは、1つのパラメータセットの中に
含まれる。すなわち、それらの2つのパラメータは、1つの領域のパラメータセットを使用
することによって表される。言い換えると、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロ
ケーションインジケータは、アンテナポート、スクランブル識別子、及び層の数を搬送す
る。具体的には、PDSCHリソース要素マッピング及び疑似コロケーションインジケータは
、PDSCH開始点、マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワークサブフレーム
構成、ビーム管理参照信号構成、及びチャネル状態情報参照信号構成、DMRSポート、DMRS
スクランブル情報、及びDMRS層の数のうちの少なくとも1つのパラメータを含む。
【００５１】
　S102.　ネットワークデバイスは、端末デバイスに、複数のコードワードに対応するダ
ウンリンク制御情報を送信する。
【００５２】
　ネットワークデバイスは、物理ダウンリンク制御チャネル(Physical　Downlink　Contr
ol　Channel,　PDCCH)を介して、端末デバイスに、複数のコードワードに対応するダウン
リンク制御情報を送信してもよい。代替的に、ネットワークデバイスは、複数のPDCCHを
介して、端末デバイスに、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送信し
てもよい。端末デバイスは、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応する
ダウンリンク制御情報を受信する。
【００５３】
　S103.　端末デバイスは、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づ
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いて、データを復調する。
【００５４】
　端末デバイスは、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を受信するので
、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報は、複数の異なる送信ノード、あ
る1つの送信ノードの複数の異なるビームグループ、又は、ある1つの送信ノードの複数の
異なるアンテナパネルからの複数のコードワードに関するデータを復調するのに使用され
てもよい。特定のデータ復調プロセスについては、既存のLTEプロトコルを参照するべき
であり、本明細書においては、詳細は繰り返しては説明されない。
【００５５】
　本発明のこの実施形態にしたがったマルチコードワード伝送方法によれば、ネットワー
クデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリ
ンク制御情報を生成し、端末デバイスは、それらの複数のコードワードに対応するダウン
リンク制御情報に基づいて、それらの複数のコードワードに関するデータを復調すること
が可能である。このことは、端末デバイスが、マルチコードワード伝送シナリオにおいて
データを正しく復調するということを保証する。
【００５６】
　上記の記載は、本発明の複数の実施形態における方法を詳細に説明しており、以下の記
載は、本発明のそれらの複数の実施形態における装置を提供する。
【００５７】
　図4は、本発明のある1つの実施形態にしたがったネットワークデバイスの概略的なモジ
ュール図である。ネットワークデバイス1000は、処理ユニット11及び送信ユニット12を含
んでもよい。処理ユニット11は、例えば、端末デバイスに送信される複数のコードワード
の各々に対応するダウンリンク制御情報を生成するS101を実行するといったように、ネッ
トワークデバイスの動作を制御するように構成されてもよい。送信ユニット12は、例えば
、端末デバイスに、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送信するS102
を実行するといったように、端末デバイスと通信するように構成されてもよい。詳細につ
いては、方法の実施形態の説明を参照さするべきであり、本明細書においては、詳細は繰
り返しては説明されない。
【００５８】
　本発明のこの実施形態によって提供されるネットワークデバイスによれば、ネットワー
クデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウンリ
ンク制御情報を生成し、端末デバイスは、複数の異なる送信ノードからの複数のコードワ
ードに対して、各々のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、復調を
実行することが可能である。これにより、正しい復調が保証される。
【００５９】
　図5は、本発明のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なモジュール図
である。端末デバイス2000は、受信ユニット21及び復調ユニット22を含んでもよい。受信
ユニット21は、例えば、S102が実行された後に、ネットワークデバイスからの複数のコー
ドワードに対応するダウンリンク制御情報を受信するといったように、ネットワークデバ
イスと通信するように構成されてもよい。復調ユニット22は、例えば、複数のコードワー
ドに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、データを復調するS103を実行するといっ
たように、端末デバイスの動作を制御するように構成されてもよい。詳細については、方
法の実施形態の説明を参照するべきであり、本明細書においては、詳細は繰り返しては説
明されない。
【００６０】
　本発明のこの実施形態によって提供される端末デバイスによれば、その端末デバイスは
、ネットワークデバイスが生成するとともに複数のコードワードの各々に対応するダウン
リンク制御情報を受信し、そして、それらの複数のコードワードに対応するダウンリンク
制御情報に基づいて、それらの複数のコードワードに関するデータを復調することが可能
である。このことは、端末デバイスが、マルチコードワード伝送シナリオにおいてデータ
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を正しく復調するということを保証する。
【００６１】
　図6は、本発明のある1つの実施形態にしたがったネットワークデバイスのハードウェア
のアーキテクチャ図である。ネットワークデバイス3000は、トランシーバー31、プロセッ
サ32、及びメモリ33を含んでもよい。トランシーバー31、プロセッサ32、及びメモリ33は
、バス34を使用することによって互いに接続される。図4における処理ユニット11が実装
する関連する機能は、1つ又は複数のプロセッサ32によって実装されてもよく、図4におけ
る送信ユニット12が実装する関連する機能は、トランシーバー31によって実装されてもよ
い。
【００６２】
　メモリ33は、これらには限定されないが、ランダムアクセスメモリ(Random　Access　M
emory,　RAM)、読み取り専用メモリ(Read-Only　Memory,　ROM)、消去可能且つプログラ
ム可能な読み取り専用メモリ(Erasable　Programmable　Read　Only　Memory,　EPROM)、
又は、コンパクトディスク読み取り専用メモリ(Compact　Disc　Read-Only　Memory,　CD
-ROM)を含む。メモリ33は、関連する命令及びデータを格納するように構成される。
【００６３】
　トランシーバー31は、データ及び/又は信号を送信し、データ及び/又は信号を受信する
、ように構成される。トランシーバー31は、送信機及び受信機を含んでもよい。送信機及
び受信機は、それぞれ、送信動作及び受信動作を実行する。送信機及び受信機は、独立し
た構成要素であってもよく、又は、一体化された構成要素であってもよい。
【００６４】
　プロセッサ32は、1つ又は複数のプロセッサを含んでもよく、例えば、1つ又は複数の中
央処理ユニット(Central　Processing　Unit,　CPU)を含んでもよい。プロセッサ32が1つ
のCPUであるときに、そのCPUは、シングルコアCPUであってもよく、又は、マルチコアCPU
であってもよい。
【００６５】
　プロセッサ33は、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウ
ンリンク制御情報を生成する図3のステップS101をネットワークデバイスが実行するのを
支援するように構成される。メモリ33は、ネットワークデバイスのプログラムコード及び
データを格納するように構成される。
【００６６】
　トランシーバー31は、端末デバイスと通信し、図3に示されているように、端末デバイ
スに複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報を送信するステップS102を実行
するように構成される。
【００６７】
　プロセッサ33及びトランシーバー31が実行するステップの詳細については、図3に示さ
れている実施形態の説明を参照するべきであり、本明細書においては、詳細は繰り返して
は説明されない。
【００６８】
　図6は、ネットワークデバイスの単純化された設計のみを示しているということを理解
することが可能である。実際の応用の場合には、各々のネットワークデバイスは、他の必
要な構成要素をさらに含んでもよく、他の必要な構成要素は、これらには限定されないが
、いずれかの数のトランシーバー、いずれかの数のプロセッサ、いずれかの数のコントロ
ーラ、及びいずれかの数のメモリを含む。加えて、本発明を実装することが可能であるす
べてのネットワークデバイスは、本発明の保護範囲に属する。
【００６９】
　本発明のこの実施形態によって提供されるネットワークデバイスによれば、そのネット
ワークデバイスは、端末デバイスに送信される複数のコードワードの各々に対応するダウ
ンリンク制御情報を生成し、端末デバイスは、複数のコードワードに対応するダウンリン
ク制御情報に基づいて、それらの複数のコードワードに関するデータを復調することが可
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能である。このことは、端末デバイスが、マルチコードワード伝送シナリオにおいてデー
タを正しく復調するということを保証する。
【００７０】
　図7は、本発明のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスのハードウェアの概略的
なアーキテクチャ図である。端末デバイス4000は、トランシーバー41、プロセッサ42、及
びメモリ43を含んでもよい。トランシーバー41、プロセッサ42、及びメモリ43は、バス44
を使用することによって互いに接続される。図5の復調ユニット22が実装する関連する機
能は、1つ又は複数のプロセッサ42によって実装され、図5の受信21が実装する関連する機
能は、トランシーバー41によって実装されてもよい。
【００７１】
　メモリ43は、これらには限定されないが、ランダムアクセスメモリ、読み取り専用メモ
リ、消去可能且つプログラム可能な読み取り専用メモリ、又は、コンパクトディスク読み
取り専用メモリを含む。メモリ43は、関連する命令及びデータを格納するように構成され
る。
【００７２】
　トランシーバー41は、データ及び/又は信号を送信し、データ及び/又は信号を受信する
、ように構成される。トランシーバー41は、送信機及び受信機を含んでもよい。送信機及
び受信機は、それぞれ、送信動作及び受信動作を実行する。送信機及び受信機は、独立し
た構成要素であってもよく、又は、一体化された構成要素であってもよい。
【００７３】
　プロセッサ42は、1つ又は複数のプロセッサを含んでもよく、例えば、1つ又は複数の中
央処理ユニットを含んでもよい。プロセッサ42が1つのCPUであるときに、そのCPUは、シ
ングルコアCPUであってもよく、又は、マルチコアCPUであってもよい。
【００７４】
　プロセッサ42は、複数のコードワードに対応するダウンリンク制御情報に基づいて、デ
ータを復調する図3のステップS103を端末デバイスが実行するのを支援するように構成さ
れる。メモリ43は、ネットワークデバイスのプログラムコード及びデータを格納するよう
に構成される。
【００７５】
　トランシーバー41は、ネットワークデバイスと通信し、図3に示されているステップS10
2を実行し、そして、ネットワークデバイスからの複数のコードワードに対応するダウン
リンク制御情報を受信する、ように構成される。
【００７６】
　プロセッサ42及びトランシーバー41が実行するステップの詳細については、図3に示さ
れている実施形態の説明を参照するべきであり、本明細書においては、詳細は繰り返して
は説明されない。
【００７７】
　図7は、端末デバイスの単純化された設計のみを示しているということを理解すること
が可能である。実際の応用の場合には、各々の端末デバイスは、他の必要な構成要素をさ
らに含んでもよく、他の必要な構成要素は、これらには限定されないが、いずれかの数の
トランシーバー、いずれかの数のプロセッサ、いずれかの数のコントローラ、及びいずれ
かの数のメモリを含む。加えて、本発明を実装することが可能であるすべての端末デバイ
スは、本発明の保護範囲に属する。
【００７８】
　本発明のこの実施形態によって提供される端末デバイスによれば、その端末デバイスは
、ネットワークデバイスが生成するとともに複数のコードワードの各々に対応するダウン
リンク制御情報を受信し、そして、それらの複数のコードワードに対応するダウンリンク
制御情報に基づいて、それらの複数のコードワードに関するデータを復調することが可能
である。このことは、端末デバイスが、マルチコードワード伝送シナリオにおいてデータ
を正しく復調するということを保証する。
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【００７９】
　当業者は、電子ハードウェアによって、又は、コンピュータソフトウェア及び電子ハー
ドウェアの組み合わせによって、本明細書に開示されている複数の実施形態を参照して説
明されている複数の例におけるユニット及びアルゴリズムのステップを実装することが可
能であるということを認識することが可能である。それらの機能がハードウェアによって
実行されるか、又は、ソフトウェアによって実行されるかは、技術的解決方法の特定の用
途及び設計上の制約によって決まる。当業者は、複数の異なる方法を使用して、各々の特
定の用途ごとに、説明された機能を実装することが可能であるが、その実装がこの出願の
範囲を超えると解釈されるべきではない。
【００８０】
　当業者は、説明の利便性及び簡潔さのために、システム、装置、及びユニットの詳細な
動作プロセスについては、方法の実施形態における対応するプロセスを参照するべきであ
るということを明確に理解することが可能である。本明細書においては、詳細は繰り返し
ては説明されない。
【００８１】
　この出願によって提供されるいくつかの実施形態においては、他の方式で、開示されて
いるシステム、装置、及び方法を実装することが可能であるということを理解すべきであ
る。例えば、説明されている装置の実施形態は、ある1つの例であるにすぎない。例えば
、ユニットの分割は、論理的な機能の分割であるにすぎず、実際の実装においては他の分
割であってもよい。例えば、複数のユニット又は構成要素を組み合わせ、又は、一体化し
て、他のシステムとしてもよく、或いは、いくつかの特徴を無視してもよく、又は、実行
しなくてもよい。加えて、いくつかのインターフェイスを使用することによって、示され
又は議論されている相互結合、直接結合、又は、通信接続を実装してもよい。電気的な形
態、機械的な形態、又は、他の形態で、装置又はユニットの間の非直接的な結合又は通信
接続を実装してもよい。
【００８２】
　個別の部分として説明されているユニットは、物理的に分離していてもよく、また、複
数のユニットとして示されている部分は、複数の物理的なユニットであってもよく、又は
、複数の物理的なユニットでなくてもよく、1つの位置に位置していてもよく、又は、複
数のネットワークユニットに分散されていてもよい。実際の必要にしたがって、ユニット
のうちの一部又はすべてを選択して、複数の実施形態の解決方法の目的を達成してもよい
。
【００８３】
　加えて、この出願の複数の実施形態における複数の機能ユニットを一体化して、1つの
処理ユニットとしてもよく、又は、各々のユニットは、物理的に単独で存在してもよく、
又は、2つ又はそれ以上のユニットを一体化して、1つのユニットとしてもよい。
【００８４】
　ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、又はそれらのいずれかの組み合わせを
使用することによって、上記の実施形態のすべて又は一部を実装してもよい。ソフトウェ
アを使用して、それらの複数の実施形態を実装するときに、完全に又は部分的に、コンピ
ュータプログラム製品の形態で、それらの複数の実施形態を実装してもよい。コンピュー
タプログラム製品は、1つ又は複数のコンピュータ命令を含む。コンピュータプログラム
命令がロードされ、コンピュータで実行されるときに、本発明の複数の実施形態にしたが
った手順又は機能は、すべて又は部分的に生成される。コンピュータは、汎用コンピュー
タ、専用コンピュータ、コンピュータネットワーク、又は他のプログラム可能な装置であ
ってもよい。コンピュータ命令は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体の中に格納され
てもよく、又は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体を使用することによって送信され
てもよい。(例えば、同軸ケーブル、光ファイバ、又はディジタル加入者線(DSL)等の)有
線方式又は(例えば、赤外線、無線、又はマイクロ波等の)無線方式で、ウェブサイト、コ
ンピュータ、サーバ、又はデータセンターから、他のウェブサイト、コンピュータ、サー
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バ、又はデータセンターへと、コンピュータ命令を送信してもよい。コンピュータ読み取
り可能な記憶媒体は、コンピュータによってアクセス可能ないずれかの使用可能な媒体で
あってもよく、又は、1つ又は複数の使用可能な媒体を統合するサーバ又はデータセンタ
ー等のデータ記憶デバイスであってもよい。使用可能な媒体は、(例えば、フロッピーデ
ィスク、ハードディスク、又は磁気テープ等の)磁気媒体、(例えば、DVD等の)光媒体、又
は、(例えば、ソリッドステートディスク(Solid　State　Disk,　SSD)等の)半導体媒体等
であってもよい。
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【要約の続き】
チコードワード伝送シナリオにおいて、データを正しく復調するということを保証する。


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

